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この「信濃の国」は1 8 9 9 (明治３２）年に県師範学校教諭浅井
冽氏が作詞、翌年に同校教諭の北村季晴氏が作曲しました。県歌に
制定されたのは、19 6 8年（昭和４３）年５月２０日でした。私が
「信濃の国」を覚えたのは小学校の何年生の時だったか定かではあ
りませんが、最初は意味もよくわからずに歌っていました。冒頭の
「十州」を越後から上野、武蔵、甲斐、駿河、遠江、三河、美濃、
飛騨、越中と、きちんと覚えたのは中学生の時だったでしょうか。
県外に出ると、長野県出身者の絆を再確認する歌として、他県出身
者にも知られた存在ですが、県内に住んでいると､大人になって歌
う機会はあまりありません。１番から６番までの歌詞も最後の方は
ほとんと忘れてしまい、正確に覚えておらず長野県民として情けな
いと思いました。県内の小学校で、「信濃の国」を歌う機会のある
学校は93.9%わずかながらも歌う機会のない学校があることが、気
にはなりますが、多くの子どもたちが小学校時代に歌っていること
に安心しました。 
　大人になって県外へ出ていくことになっても、「信濃の国」を耳
にすれば、懐かしい思い出がよみがえることもあるでしょう。その
ときは、声に出して歌ってほしいと思います。次の５０年、そして
１００年と長野県民としての誇りを持ち、歌い継がれていくと確信
しております。 
　ロータリーにも歌い継がれてきた歌があります．「奉仕の理」「
我らの生業」「それでこそロータリー」「手に手つないで」､「四
つのテスト」。どの歌もロータリーのこころを歌っているもめだと
思いまず。 
　これから先もこの歌が、多くのロータアンに受け継がれていくこ
とでしょう。そして、これらの歌に込められた先人のロータリアン
の心を大切に受け継いで行けなければならないと思いを新たにしま
した。

会⾧告知    会⾧ 北原 厚子

 ｢信濃の国｣を歌い継ごう
　「信濃の国」の県歌制定５０周年を迎え、県は
今年度、記念事業「未来へつな 
ごう！信濃の国」を実施し、歌に鶺しんでもらう
機会を作るとしています。 
先日合庁に所用があり電話をしましたところ、電
話の保留音に信濃の国のメロディーが流れてきま
した。当然ですが、県庁でも信濃の国が保留音と
して使われているそうです。
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国際ロータリーテーマ
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ＲＩ　2600　地区諏訪グループ 会長/北原　厚子 幹事/萩田　均

                ☆幹事報告

【報告事項】
今月の理事会報告は7月26日に報告
させていただきます。

【連絡事項】
１：地区より「平 成30年7月豪雨」義
援金の依頼がありました。 
理事会に諮り1000円X38名の振り込みを
本会計より支出します。 
また、別途諏訪湖RCとして50万円を目
標として義援金を募りますのでご協力
をお願いします。 

２：国際ロータリー長期及び短期の青
少年交換学生の募集が来ています。応
募される方は会長幹事まで申し出てく
ださい。 

３：ダメゼッタイ募金11936円集まりま
した小松会計さんより振り込みをしま
す。

【受領文書】
1:大津RCよりクラブ計画書とウイーク
リーが来ています。

 
2:塩尻北例会会場の変更文書が来てい
ます。
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♪出席報告 ♪ニコニコＢＯＸ ♪今週のことば
会員数        38人      名 円 会長方針にもあります。当クラブの先輩の話！

出席対象     38人 累計 70,000円 本日はありがとうございます。渡辺さん宜しくお願いします。

出席者数     27人 目標額 60万円 萩田　均

出席率       71.1% 達成率 11.6%
前回修正    81.5%
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＜＜諏訪湖情報＞＞　 
諏訪湖クラブ、沖野先生より報告がありました。 
　現在行っている湊沖での観測（NANOバルブによる貧酸素解消実験）結果を速報として添付
、報告します。台船設置時には底層での貧酸素状態は出現していませんでしたが、大雨直後
には流入水が底層に入り、濁りが大きい状態を市川さんのカメラ（水中ドローン）でも確認
、水温の状態からも推測できました。その後晴天日が続き、底層の濁りは取れて（沈下？）
透視度は昨年と同様に良くなりましたが、酸素量は低下し、7月19日時点で、すでに貧酸素
層が水深4m以深に形成されている状態を観測しました。・・・結果の概略は昨年夏の結果と
同様です。表層は酸素の過飽和状態が解消に向かい、中層では酸素の低い層でプラスに働い
ていますが、短時間の結果ですので、底層にまで影響するまでの追跡はできていません。そ
の後の天候の経過を見ると貧酸素層がさらに発達し、広域化していると推測しています。・
・・

諏訪湖浄化のあゆみ　社会奉仕委員会　　渡辺芳紀

原点としての諏訪湖浄化活動
が始まりました


